
 

 

干潟

満潮

干潮

佐賀平野有明海

2.佐賀市平野部の現状と浸水要因 

 

2-1.平野部2-1.平野部2-1.平野部2-1.平野部のののの特徴 特徴 特徴 特徴 

 

佐賀平野は、県南部から東部にかけて広がる約 40,000ha の低平地です。佐賀市の平野部

は、長崎自動車道から以南に広がり、この中央部に位置する中心市街地の標高は、概ね+3～

4m となっています。また、干満差の大きい有明海と脊振山地に囲まれており、古来より高

潮や洪水の被害に悩まされてきました。 

○ 有明海と脊振山地に囲まれた低平な土地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 有明海の満潮位より低い土地 

 

 

 

 

 

○ 発達した水路網 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀平野は、わが国有数の穀倉地帯です。水を有効に活用するために、水路網（クリー

ク・水路）が発達し、その延長は 1,600km に達しています。クリークは、農業用水と

しての役割を果たす一方で、豪雨時には一時的に水を溜め込むといった機能を有していま

す。 これらの水路網には、数多くの樋門や樋管が存在しており、水の制御が複雑となっ

ています。   

中心市街地区 
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2-2. 排水系統 2-2. 排水系統 2-2. 排水系統 2-2. 排水系統 

 

平野部の雨水は、主に次の系統で有明海に排水され、河川や水路には、数多くの水門や排水

機場が設けられています。（図 2-2.1・図 2-2.2・表 2-2.1・表 2-2.2） 

 

① 佐賀江川から有明海へ排水する系統 

 佐賀江川は、市街地東部地区排水の主要河川であり、上流から裏十間川、紺屋川、大溝

川雨水幹線、三間川からの洪水を受けます。 

 佐賀江川は、巨勢川、焼原川、中池江川及び農業用排水路等からの洪水を受けます。佐

賀江川以北流域は広範囲に及びます。 

 佐賀江川からは、八田江と新川が分派します。 

 佐賀江川は、有明海の潮位の影響を受けるため、下流部には蒲田津水門及び排水機場が

設けられ、城原川と合流し筑後川へ流出します。 

② 八田江、新川、農業用排水路から有明海へ排水する系統 

 佐賀江川以南流域の排水は、佐賀江川から分派した八田江、新川及び農業用排水路を通

じて有明海に流出します。 

 佐賀城周辺の市街地の排水は、多布施川と古江湖川を通じて八田江に流出します。 

 八田江の上流には枝吉水門、河口には八田江防潮水門と排水機場が設けられています。 

 新川の上流には尾の島水門、河口には新川防潮水門と排水機場が設けられています。 

③ 本庄江、農業用排水路から有明海へ排水する系統 

 市内西部地区の排水は、主に本庄江及び農業用排水路を通じて有明海に流出します。 

 本庄江流域の市街地からの排水は、本庄川、地蔵川等を通じて本庄江に流出します。 

④ 嘉瀬川と城原川間の流況を調整し排水する系統（佐賀導水路） 

 佐賀導水路は、嘉瀬川、城原川及び筑後川を導水路（管路・開水路）で連絡する流況調

整河川です。巨勢川調整池と共に、下流域を洪水から守ります。 

 巨勢川調整池に溜めた洪水は、地下に埋設された導水路を通じて排水ポンプにより嘉瀬

川へ、自然流下により巨勢川へ排水します。 

⑤ 嘉瀬川、福所江から有明海へ排水する系統 

 嘉瀬川右岸には、脊振山麓からの雨水をうける東平川や西平川があり、祇園川を通じて

嘉瀬川へ流出します。 

 洪水時における内水の排除については、嘉瀬、福富等の排水機場により嘉瀬川に強制排

水し、西新地、福所江等の排水機場により福所江に強制排水します。 

図 2-2.1 排水系統図 図 2-2.1 排水系統図 図 2-2.1 排水系統図 図 2-2.1 排水系統図 
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図 2-2.2 主要図 2-2.2 主要図 2-2.2 主要図 2-2.2 主要なななな水路水路水路水路とととと排水施設位置図排水施設位置図排水施設位置図排水施設位置図
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表 2-2.1 主要水門表 2-2.1 主要水門表 2-2.1 主要水門表 2-2.1 主要水門・・・・樋門 樋門 樋門 樋門 

形式 規模

内水 外水 幅m×高さm×門数

G1 蒲田津水門 佐賀江川 佐賀江川 ローラーゲート

9.6×8.7×3門

9.6×5.0×2連

国交省 県

G2 尾の島水門 新川 佐賀江川 ローラーゲート 10.8×4.1×１門 県 県

G3 焼原川水門 焼原川 佐賀江川 ローラーゲート 5.24×2.45×3門 県 県

G4

徳永1号線

排水樋門

徳永1号線 佐賀江川

ローラーゲート

フラップゲート

4×3.6×2門

4.0×3.3×1門

農水省 市

G5 牛島水門 三間川放水路 佐賀江川 ローラーゲート 7.3×4.05×2門 県 市

G6 枝吉水門 八田江 佐賀江川 ローラーゲート 10.5×3.72×2連 県 県

G7 大井手堰 大溝川雨水幹線 佐賀江川 ローラーゲート

7×2.45×1門

4.25×2.45×2門

市 市

G8 二次転倒堰 大溝川雨水幹線 大溝川雨水幹線 転倒堰 11.0×1.45×1門 市 市

G9 大財転倒堰 大溝川雨水幹線 大溝川雨水幹線 転倒堰 8.25×2.30×1門 市 市

G10 了関堰 裏十間川 佐賀江川 ラバーゲート 2.61×1.87×1連 市 市

G11 新川防潮水門 新川 早津江川 ローラーゲート

22.0×5.5×1門

3.8×3.8×1門

県 県

G12 八田江防潮水門 八田江 有明海 ローラーゲート 8.2×18.0×2連 県 県

G13 千人塚樋管 諸富中央雨水幹線 筑後川 ローラーゲート 3.5×2.5×2門 国交省 市

G14 本庄江防潮水門 本庄江 有明海 ローラーゲート

32.0×9.1×1門

15.3×5.5×2門

県 県

G15 上飯盛制水門 城西排水路 城西排水路 ローラーゲート 3.2×1.8×1門 市 市

注） G1 蒲田津水門の管理者は、平常時は佐賀県、非常時は国土交通省である。

番号

（平成26年3月31日現在）

所有者 管理者（受託）

内外水

名称

 

    

表 2-2.2 主要排水機場 表 2-2.2 主要排水機場 表 2-2.2 主要排水機場 表 2-2.2 主要排水機場 

（平成26年3月31日現在）

排水量（m

3

/s）

内水（排水元） 外水（排水先） 現況

P1 蒲田津 佐賀江川 佐賀江川 60.0 国交省 県

P2 三間川 三間川 巨勢川 10.0 県 市

P3 大島（排水ポンプ） 十間堀川雨水幹線 多布施川 0.4 市 市

P4 大藤北（排水ポンプ） 内水 大溝川雨水幹線 0.5 市 市

P5 新川 新川 早津江川 30.0 県 県

P6 八田江 八田江 有明海 60.0 県 県

P7 古江湖川 古江湖川 八田江 6.0 県 県

P8 八田雨水 多布施川 八田江 5.0 市 市

P9 東与賀（下古賀） 内水 有明海 10.0 県 市

P10 東与賀（飯盛） 内水 有明海 16.0 農水省 市

P11 戊辰川 戊辰川 有明海 5.0 県 市

P12 城西 城西排水路 本庄江 18.0 農水省 市

P13 丸目 城西排水路 本庄江 10.0 市 市

P14 地蔵川 地蔵川 本庄江 10.0 県 市

P15 西今宿 西今宿川 本庄江 4.0 県 県

P16 嘉瀬  国営排水路嘉瀬線 嘉瀬川 22.0 農水省 市

P17 徳永線 徳永線 早津江川 5.0 農水省 市
隣接して川副東部排水機場あり（4.0m

3

/s）

P18 別段川 別段川 早津江川 4.0 県 市

P19 南里線 内水 有明海 8.0 農水省 市
隣接して川副西部排水機場あり（8.0m

3

/s）

P20 干拓 内水 有明海 5.0 市 市
隣接して久保田第二排水機場あり（2.5m

3

/s）

P21 西新地 竜王川 福所江 3.0 市 市

P22 福所江 福所江 福所江 10.0 県 市 隣接して久保田第一排水機場あり（5.0m

3

/s）

P23 福富 内水 嘉瀬川 3.0 市 市

P24 塩土井 東平川 嘉瀬川 2.5 県 市

P25 川上 内水 嘉瀬川 11.0 農水省 市

P26 池上 鯰川 嘉瀬川 4.0 国交省 市

備考

（受託）

管理者

所有者番号 排水機場名

内外水

 

平成 25年度 佐賀県水防計画書から抜粋 

平成 25年度 佐賀県水防計画書から抜粋 
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図 2-2.3 排水系統図図 2-2.3 排水系統図図 2-2.3 排水系統図図 2-2.3 排水系統図（（（（現行計画現行計画現行計画現行計画） ） ） ） 

（平成 26年 3月 31 日現在） 

 

巨勢川調整池 巨勢川調整池 巨勢川調整池 巨勢川調整池 

V=2200V=2200V=2200V=2200 千千千千 mmmm

3333

    

長崎自動車道長崎自動車道長崎自動車道長崎自動車道    

国道 34 号国道 34 号国道 34 号国道 34 号    

JRJRJRJR 長崎本線 長崎本線 長崎本線 長崎本線 

国道 208 号国道 208 号国道 208 号国道 208 号    

国道 207 号国道 207 号国道 207 号国道 207 号    
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【凡例】 

→→→→    国管理河川    

→→→→    県管理河川    

→→→→ 市管理（河川・雨水幹線） 
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2-3.近年2-3.近年2-3.近年2-3.近年のののの浸水発生状況 浸水発生状況 浸水発生状況 浸水発生状況 

 

平成 2 年 7 月の豪雨災害を受け、佐賀江川の河川激甚災害対策特別緊急事業をはじめと

した県、市の治水事業等により、浸水被害は大幅に軽減されてきました。しかし、近年、

平成 20 年 6 月、平成 21 年 7 月、平成 24 年 7 月と、ほぼ毎年、市街地を中心とした大

規模な浸水被害が発生しています。（図 2-3.3） 

 

平成 21 年 7 月の豪雨は、時間雨量 42 ミリと毎年起こるような雨量でしたが、大潮の

満潮時と重なったために浸水被害が発生しました。 

 

平成 24 年７月九州北部豪雨は小潮でしたが、1 時間最大雨量 69 ミリ

※1

に達し、内水

氾濫により広い範囲で浸水しました。 

※1 60 分雨量（13 日 13：26～14：26）では 91 ミリを記録した 

 

平成 24 年 7 月九州北部豪雨

は、平成 2 年 7 月の豪雨とほぼ

同じ規模でしたが、浸水戸数は

激減しました。これは、平成 2

年以降に行われた治水事業の効

果とみられます。 

一方、平成 20 年 6 月、平成

21 年 7 月の豪雨では、雨量は、

平成 24 年 7 月九州北部豪雨よ

り小さいものの、浸水戸数はほ

ぼ同じで 500 戸～600 戸が床

下浸水しています。 

（図 2-3.1・図 2-3.2） 

 

このように最近の浸水被害は、

豪雨の規模に係わらず、浸水戸

数は同程度であることが特徴で

す。 

 

 

 

 

   

豪雨災害による浸水戸数
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戸
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雨

量
　

ｍ
ｍ

1時間最大雨量

3時間最大雨量

24時間雨量

図 2-3.1 浸水発生時図 2-3.1 浸水発生時図 2-3.1 浸水発生時図 2-3.1 浸水発生時のののの雨量雨量雨量雨量とととと潮位 潮位 潮位 潮位 

図 2-3.2 豪雨災害図 2-3.2 豪雨災害図 2-3.2 豪雨災害図 2-3.2 豪雨災害によるによるによるによる浸水戸数 浸水戸数 浸水戸数 浸水戸数 

※平成 2年 7月の浸水戸数は旧佐賀市分 
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※浸水実績図は洪水後の現地調査やヒアリングによる 

図 2-3.3 近年図 2-3.3 近年図 2-3.3 近年図 2-3.3 近年のののの豪雨豪雨豪雨豪雨によるによるによるによる浸水実績図 浸水実績図 浸水実績図 浸水実績図 （    （    （    （    浸水範囲浸水範囲浸水範囲浸水範囲））））    

1 時間最大雨量     67 ミリ 

3 時間最大雨量    144 ミリ 

24 時 間 雨 量    182 ミリ 

1 時間最大雨量     42 ミリ 

3 時間最大雨量     99 ミリ 

24 時 間 雨 量    187 ミリ 

1 時間最大雨量     69 ミリ 

3 時間最大雨量    134 ミリ 

24 時 間 雨 量    274 ミリ 

潮位    中潮 

最高潮位    T.P+2.22m 

潮位    大潮 

最高潮位    T.P+2.86m 

潮位    小潮 

最高潮位    T.P+1.55m 

平成 20 年 6 月豪雨 平成 21 年 7 月豪雨 平成 24 年 7 月豪雨 
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平成 24 年 7 月九州北部豪雨は、各地に大きな被害をもたらした。佐賀市では、7 月 13 日昼過ぎ 

に猛烈な雨となり、その後は小康状態となるも再び 14 日の明け方に激しい雨に見舞われた。 

 佐賀江川流域の一部では、避難勧告、避難指示が発令された。 

◎避難勧告発令 13 日  15：50 ～ 14 日 16：00 

◎避難指示発令 14 日    5：40 ～ 16：00 
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浸水のピーク 浸水のピーク

 　　　　　　　　　　　　　　7月13日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月14日

 

図 2-3.4図 2-3.4図 2-3.4図 2-3.4    平成 24 年 7 月九州北部豪雨平成 24 年 7 月九州北部豪雨平成 24 年 7 月九州北部豪雨平成 24 年 7 月九州北部豪雨のののの実績降雨実績降雨実績降雨実績降雨、、、、潮位波形 潮位波形 潮位波形 潮位波形 

 

 

 浸水状況（平成 24年 7月九州北部豪雨）

［平成 24 年 7 月九州北部豪雨の状況］ 
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2-4.内水氾濫2-4.内水氾濫2-4.内水氾濫2-4.内水氾濫シミュレーション シミュレーション シミュレーション シミュレーション 

 

2-4-1.2-4-1.2-4-1.2-4-1.内水氾濫解析内水氾濫解析内水氾濫解析内水氾濫解析モデル モデル モデル モデル 

豪雨時の浸水状況を再現、予測することができる内水氾濫解析モデルを構築しました。 

○ 過去の浸水状況の再現 

過去の実績の降雨･潮位データから、浸水状況を再現 

○ 仮定の降雨･潮位による浸水状況の予測 

仮定の降雨･潮位（モデル降雨･モデル潮位）データから、浸水状況を予測 

○ 排水対策施設の効果的運用や設置・改修による効果の検証 

（施設を設置･改修したことによる効果を定量的に検証） 

・施設の操作や規模を変更した場合の効果 

・河道と水路を改修した場合の効果 

・既存の計画水路の整備が行われた場合の効果 

 

2-4-2.2-4-2.2-4-2.2-4-2.内水氾濫解析内水氾濫解析内水氾濫解析内水氾濫解析モデルのモデルのモデルのモデルの構築 構築 構築 構築 

佐賀市の平野部全体を 50ｍメッシュに分割して地表をモデル化し、さらに河道･水路及

び施設等のモデル化を行った内水氾濫解析モデルにより、豪雨時の内水氾濫の挙動を数値

化（シミュレーション）しました。 

○ 地表モデル：降雨による水溜り、地形に応じた地表面の流れをモデル化 

レーザープロファイラ数値データの 5ｍメッシュの地盤高から、50ｍメッシュ平

均地盤高を生成 

○ 河道･水路モデル：河道･水路の流れをモデル化 

既存の縦横断測量図より、河道･水路モデルを作成 

○ 施設モデル：水門･樋門、排水機場等の規模と操作をモデル化 

施設台帳等により、施設の規模・能力をモデル化 

操作規則をモデル化 

 

溢水

排水

排水

溢水

排水

佐賀江川

新川

巨勢川

尾の島水門

蒲田津排水機場

P
城原川

蒲田津水門

地表を50ｍ×50ｍの

メッシュに分割

（メッシュ毎に、浸水深等を求める）

 

図 2-4.1 内水氾濫解析図 2-4.1 内水氾濫解析図 2-4.1 内水氾濫解析図 2-4.1 内水氾濫解析モデルのモデルのモデルのモデルの概念図 概念図 概念図 概念図 
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2-4-3.2-4-3.2-4-3.2-4-3.平成 24 年 7 月九州北部豪雨平成 24 年 7 月九州北部豪雨平成 24 年 7 月九州北部豪雨平成 24 年 7 月九州北部豪雨のののの内水氾濫内水氾濫内水氾濫内水氾濫シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション（（（（再現計算再現計算再現計算再現計算） ） ） ） 

 

平成 24 年 7 月九州北部豪雨の浸水状況を、内水氾濫シ

ミュレーション（以下「シミュレーション」という。）に

より、時系列に再現しました。（図 2-4.1） 

 シミュレーションにより、最大となる浸水の範囲を示し

ました。（図 2-4.2） 

 

これにより次のことがわかりました。 

 

 浸水は上流域より始まる。（①） 

 雨が激しくなり、浸水が一挙に広がる。（②） 

 一旦氾濫すると、雨水は長期間滞留する。（③～⑥） 

 浸水範囲の最大は、降雨と潮位の最大より遅れて 

発生する。(⑤） 

 降雨終了後も浸水が継続する。（⑥） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①上流域から浸水が広まる（約 1hr） ②強雨で一挙に浸水が拡散（約 3hr） 

④下流域に浸水が到達（約 13hr） ⑤概ね最大浸水範囲（約 19hr） ⑥浸水が継続している（約 24hr） 

③低地に滞留し始める（約 6hr） 

※（時間）：降雨開始からの時間 
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潮位7月13日 7月14日

  　 ①　　②　　　　　③　　　　　　　　　　　④　　　　　　　　　　　　⑤　　　　　　　⑥

①①①①～～～～⑥⑥⑥⑥：：：：拡散状況再現図拡散状況再現図拡散状況再現図拡散状況再現図のののの表示時点 表示時点 表示時点 表示時点 

図 2-4.2 九州北部豪雨図 2-4.2 九州北部豪雨図 2-4.2 九州北部豪雨図 2-4.2 九州北部豪雨でのでのでのでの内水氾濫内水氾濫内水氾濫内水氾濫のののの拡散状況再現図 拡散状況再現図 拡散状況再現図 拡散状況再現図 
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※13日 12 時から 14日 12 時までの各地点の最大浸水深 

図 2-4.3 九州北部豪雨図 2-4.3 九州北部豪雨図 2-4.3 九州北部豪雨図 2-4.3 九州北部豪雨でのでのでのでの最大浸水想定図最大浸水想定図最大浸水想定図最大浸水想定図（（（（再現再現再現再現） ） ） ） 

 

 

 

凡例凡例凡例凡例

浸水深

5cm - 10cm

10cm - 20cm

20cm - 30cm

30cm - 40cm

40cm - 50cm

以上50cm

佐賀市役所佐賀市役所佐賀市役所佐賀市役所    

佐賀県庁佐賀県庁佐賀県庁佐賀県庁    
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2-5.浸水要因 2-5.浸水要因 2-5.浸水要因 2-5.浸水要因 

 

2-5-1.2-5-1.2-5-1.2-5-1.浸水要因浸水要因浸水要因浸水要因のののの概括 概括 概括 概括 

豪雨が発生しやすい梅雨期や台風時期は、かんがい期にあたり、加えて環境用水の確保

のために水路の水位が高く、市街地からの排水がしにくい状態となっています。 

 

市街地の水路は、もともと農業用排水路であり、急激な都市化に整備が追いつかず、未

整備の水路や極端に狭い箇所が残っています。更に、樋門や堰の数が多く、大雨時の管理

操作が難しいこと等の問題があります。 

 

 

 

 

都市化が進んだ沿線     樋門で水路の水位が高く保たれている    

 

 

 

極端に狭い箇所が残っている水路 
 

水路が未整備 

    

 

佐賀市の平野部は、低平地であることに加え、周囲が微高地の窪地状の地形が存在しま

す。（図 2-5.1） 

 平成 20 年 6 月、平成 21 年 7 月、平成 24 年 7 月の浸水実績を重ねた図をあわせて

みると、概ね同じところが浸水しています。（図 2-5.2） 

 このように地域特有の地形が大きな浸水要因となっています。 
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図 2-5.1 土地高低図 図 2-5.1 土地高低図 図 2-5.1 土地高低図 図 2-5.1 土地高低図 

 

 

図 2-5.2 主要 3 洪水図 2-5.2 主要 3 洪水図 2-5.2 主要 3 洪水図 2-5.2 主要 3 洪水のののの浸水実績図 浸水実績図 浸水実績図 浸水実績図 ※※※※聞き取り調査による    
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前述のことを含め、佐賀市平野部の主な浸水要因は、「地形的な要因」、「水利慣行によ

る要因」、「河川と水路の要因」に大別されます。 

地形的な要因 水利慣行による要因 河川と水路の要因 

 地形が低平で、潮位より低い

地域が広がる。 

 窪地地形で浸水している。 

 潮位が高く、自然排水できな

い時間帯がある。 

 緩勾配で低平地のため排水

に時間がかかる。 

 都市排水が、農業用排水路に

流入する。 

 水門や堰の操作で排水が影

響される。 

 上下流間で施設操作の取り

決めがある。 

 用排水を兼用した水路の通

常水位が高い。 

 市街地水路が未整備で、流下

能力が不足している。 

 排水先となる水路が未整備。 

 道路側溝等の小排水路に頼

っている。 

 河川･水路内に泥土が堆積

し、排水能力を阻害してい

る。 

その他、宅地開発などに伴う農地面積の減少により、農地が持つ保水能力が低下し雨水

の流出が早まることも浸水要因のひとつに挙げられます。 

 

 

2-5-2.2-5-2.2-5-2.2-5-2.佐賀江川佐賀江川佐賀江川佐賀江川のののの水位水位水位水位とととと中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地のののの浸水 浸水 浸水 浸水 

中心市街地の排水は、大溝川雨水幹線の流末にある大井手堰を介して佐賀江川に流入し

ています。 

 

            図 2-5.3 佐賀江川図 2-5.3 佐賀江川図 2-5.3 佐賀江川図 2-5.3 佐賀江川とととと中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地のののの位置図 位置図 位置図 位置図 

    

佐賀江川佐賀江川佐賀江川佐賀江川    

城原川 城原川 城原川 城原川 

大井手堰大井手堰大井手堰大井手堰    十十十十
間間間間

堀堀堀堀
川川川川

雨雨雨雨
水水水水

幹幹幹幹
線線線線
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佐賀江川の水位が下がれば、大溝川雨水幹線やそれに合流する十間堀川雨水幹線等の水

位が下がり、中心市街地の浸水は改善されると考えられていましたが、シミュレーション

による検証で、佐賀江川の水位が下がっても十間堀川雨水幹線等の水位は下がりにくいこ

とがわかりました。 

 これは十間堀川雨水幹線やその支川の流下能力不足によります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 2-5.4 佐賀江川図 2-5.4 佐賀江川図 2-5.4 佐賀江川図 2-5.4 佐賀江川からからからから上流上流上流上流にににに至至至至るるるる水位縦断図水位縦断図水位縦断図水位縦断図（（（（外力外力外力外力はモデルはモデルはモデルはモデル降雨降雨降雨降雨、、、、モデルモデルモデルモデル潮位潮位潮位潮位） ） ） ） 

最高水位縦断図（佐賀江川～十間堀川雨水幹線）
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佐賀江川 大溝川雨水幹線 十間堀川雨水幹線
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大井手堰

城原川合流点

中心市街地

佐賀江川の水位が下がっても十間堀川

雨水幹線等の水位は下がりにくい 
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